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I 国際産業連関モデルとその分析可能性

l. はじめに

「国連開発の10年」と叫ばれた1960年代は，南

北問題がもっ諸仔の問題点とその問題解決の民要

性を，全世界的に認識させたという，意味でd蕗ぷあ

る10年であったわ

1964年の第 l[i-1j国連貿易開発会ぷにおける発展

途上国の 1次産品問題， 1968年の第2閉会議にお

ける特恵関悦問題， これらの諸問題に対する先進

諸国の経済協力など， どれもが南北問題の核心を

つくものでめり， それぞれ問題解決への努力が続

けられたといし、え，必ずしも期待どおりの成果が

示されたとはいえなかった。この10年の経験ない

し経緯は， 南北市題のもつ意義の大きさもさるこ

とながら， その根本的問題解決の困難さをむしろ

強く印象づ村たといえる。

南北問題の解決をさらに複雑tこしているのは，

それが単に経済的な問題ではなく，それに経済的・

社会的要因がからみ合•）ている方‘らであると解釈

される。 しかし，これらを総合的に拠える学問体

系はまだ確立主れておらず、 たとえそうした体系

山下彰

が考えられたとしても，政治の場で，それがどれ

ほどの意味をもつか疑問とされる。たとえば，援

助供与の基準を考えてみた場合，一方に援助効率

の基準があり，他方に人道主義的立場があるとす

れば， 二の基準の選択はまさに価値判断の問題で

あって，客観的選択は困難となる。とにかく，「第

三次国連開発のlQ{fj としての 1Y70年代にはいろ

うとしている今日，南北問題の本質を明らかにし，

今後の方策を検討することが， われわれの緊急か

っ重要な任務であると考え，純粋経済学的立場か

らこの問題に接近するととを課題とした。

われわれの国際産業連関分析の立場拡，発展途

上国と先進国の経済構造の相違を産業連関の分析

視尽からj)i'.え，また，その産業構造の違ャと貿易

構造の特殊性の関係を理論的，実証的に分析し，

それらの認識のうえに立って発展途上国の経済開

発と先進闇側の経済協力政策とに関する一つの選

択基準を示すことである。 したがって，ここでの

主要な関心は，先進国，後進国の経済構造の相違

を南北問題の本質と考え， その構造的特慣をいか

に｛濁整して発展途上国の開発，ひいては国際経済

全般の発展を推進していくかを考察することであ

り， あくまでも経済学的な立場からの接近をはか

ることである。

はじめに，国際藤業連関分析の目的， モデルの

慌i丸およびその分析可能性について説明L，次

に，国際産業連関表作成の作業内容の説明と，作

決されたほ際産業連tin表の提示を行なし＼最後に，
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この表を用！いた谷待シムミレーシゴン分析の 1i十詳

結果：と‘ そこからえじjした政策的 （> -7＂リケーシ

l ン~紹介しご L 、くことにする。

2 目的

戦後の経済理論の発肢における賄梓li-t.'I一色は、

経済問題の線型性士圭視してきたことにあると思

われるじそ川代表f内t(d，のの一つである産業連関

あるいは投入産出び）モうa＇！レは，主？としと下アシ 1)-・

W・ レ〆十ンチィエつ教ほの行l]i去になるJ！！！論であ

心。 l'.J.J l 斗にその主将：（［8] ,,f.:f己文献｛it¥} 以

下｜パ］じ〕が出版されて以来、理論的にも実践i下J（二 L

興味Lつある体系ど Lて、 各方面でそれを係々な ）j

同］に括／l1lさせる式みA笥／仁されてきたの特に，ごの

体系；土 1I玉トT）経済問迭を全産業♂〉十til王i邸宅！~して

とらえ， ？干産さたの｜呪i車川仕方とその桂皮をfザil：か

にするところかじ， I見了王， f乙くの［iiで経済計i叫んじ

将来子i¥ll]t仁ピゴ）有力tc分析HJJ1.:とLC干1]rrJされて

いらc そのこだ践的広誌は， .JI'常に大きいとJラえら

れるc

レオンテ fエブレ＇）この J!J¥11如上， ちとむと産業全

単位とした全経済円相互依i字関係〈桁斉ri;ti －.~＇t:r今

筏けをIVJらかにし上うとしたものであったが， ア

クテ fr'/ f子 f・アナリシスとか 11二 T・プログ

ラミングなどのし、わゆる線型経済子：の進展にとも

なって， この体系に対する解釈は許しく拡充され

たっそれら；土，分析対象；こ J円、てし、えば、経済社

会における生産関係や資源の最適配分とヤうこと

を中心課題；こし‘ 分析か法に／）＂、て L、えばう採丹i

する数学用＼1.,c7J共通i'l；と実証分析に；宣fllできる’丈ー

用i生と士 ~it.I l (foえていることか心、 十llll:n5＆民を

促 L（；ってき／士ど Jメることカじできるc

位流問；fl]川県立IJ性に注Hし， 多ifiW守v）十日］J，‘依N

問｛系企｜司II寺［！なに把j§i・分析するこのた主主1.J分析は，

分析J支i+r，ハ’E革／ミけでなく， :5H!Ttll f/1；二七ー大.＇I',:

16 

新かもたらした。この領域の論理構造自体、従来

のそれとは異なる新しい見方を提供するものであ

るが，さらに隙極的には，伝統的経済理論に新た

な解釈を加え， 二れま C:'Ji過ごされてし、た多くの

{l¥1J !Illに光を注u、できたし， これかんも新たな分析

被li、全p号発する可能性を残していると思われる。

こう）たことは，経済’芋の進歩の歴史のうえでも

特筆されるべきlドj)Jであろう。

本縞；土， これらの｛¥UJjfiJをI国内の問題から多ltl

Ii＼］の16υ；iにtで拡伝する-J；い！の検討を， 利用可能

j[；千（E[cl)産業i車問支ペ＇ f.(L；統計を用いて実；iHr'Jに

行なうごとを ii的としてし、とS＂わ X]..;iJ;h.(I)f:見fょ

i土， iE(FM!ll]rJ）物伐のiifc，這や人的交流が国内の経流

出:fc/Jと街践に関連しており、 :tた i由民経済のずl

止；土、 i京外rn1の経済i吊世JJ主：無tllしては考えんれな

く／j_ ）ているとみることにある。科学技術の苦し

し、進歩や交通・運輸機関の発展は， 対外的な経済

日1，雌を1'1（！め， lfJI駒市の関係をL、よいよ密にする傾

1,,jが，J立l＼、し， 対外経済協力というi長十次jじからみ

ても， こうした凶際的視野に立った分析の彦、義は

大きいと汚えるの

？十｜司の産業取1Jjを国際的に結びつける試みは，

E理論的にはレオンティエフの元の体系を拡大解釈

すればよく，すでにいくつかの例があるが（古h~~l,

[l;i] ;'.f'$ :I京），実証的iこは統計資料の不備などから

思う上うに分析が進んでいないのが現状である。

渡郎経彦編［2nn豆際産業連関表』は， この方向
の実，；正分析の唯一の例であろうが， そこでは世界

をtiJ也l戎（北米， l今日｛，大洋州i，中南米，アシア，口本）

に分け， その地域の代表的な！誌の投入産IU係数を

その地域共通のものとして｛吏うなど Ct21J 4ぺー

ジ），本来のll的方通らすればかなり問題が多い。

われわれは句 fゾアの発展途 i二回に分析の焦点

を［，わせ， この地域で産業i車問表が利用可能なi
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｜司（悼[T.f' f，＇円、 イγ ド， 7 f IJ I二。；守 LニTとタン， ' 

-i－γ） を中心に， これ九日告白に強Lイ必ず；，）J；士ι＇）
11本、アメリカ， Aプーペトラリア、 EEC,1)-11也域

全連清L‘ それぞれの在宅憐j去を反映したほ際的

な在宅ltz1]I("."i同）土竜それをi邑じ －ce;Hi-t心＇）iiJ内

千壬l斉i丹Ji/J,',') どを芳察してみたU、と jラえて

“ニューヨークで自動車の販売が拡大されると

戸トロ fトの野菜の需要が増加する” ([8], p. :=l) 

左いら只ftに， 現実の経済の動きは他の部門の経

済活動と相互に密接に関連し含っている。これが，

レオンテ fエフ教隠の着目した問題視角であり，

かれの経済観の恨底にある考え方である。

レオーンティヱフは， その主著［8］の目的を“経

うけlj汁魚lf,1:,t1~153年で， E 【i七件l丸山政主連 済i'tcJん：一般均衡 いっそう適切には A 般的相互

I'll去を；！1Jj'.;i;f11J抗｛，支に1{ ~. , ）さに＇ t{ 91而iこ 依存 の理論"i::，一つの国民経済の異なった古I¥

d凡、てiI引TC、の：1十＇i分類友を後述内士、jJ,t}.I:；二1:'t 分ぴJ¥/11の相互関係についての経験的な研究iこ適用

って三（）i; i；門 l 二；j~：合 L 、 佐｜弓ごとのゴ｛）×三｛）のFitJ;γ し、｛11ti路ラ産/1＼邑 1計三お上び所得の共変運動を

卜，） '7スをi乍IJ文寸るー 二うして各lffi；土他日のどの 通じぐその関係をi内f川、にする一つの試み”であ

りι荒と点間；！主品‘あるようによ古び、っけムれら二とに ると．その＊告＂命 lこ述べている。 レオンティエフの

たる。二（ノ）｜司It／産、たi車問ョミーをもとに［て， 二こで 想定した［止界は， ljFjらかに一般均衡の世界であっ

治学的 Y 口一分析士fj・ Ii-.うわけと：P〕示。 これにii寺 て，古II分均後JのIU:界ではなかった。そして，これ

II円『 D'l1i』折、 ζ ト・・／ '1などを汚［，!'f：.ご七子ルをJilJ}Ji 九円引Ni諸産業内相互連関の“j日i在”としてと

しごし、くことitで:c:;-., ／；：、ずお山内側究におけるそ らえ上うとしたのであったυIl、。

「／レ 1il:~Hn !j：和土‘ ：rJc＂十＇1:11斗JJ千1Jrjf11J能性， :1祁Jj i1J Jで経済の仕組を，二のように諸産業の相互連

的出lj約ァ H主能力.＇；.どに依存 Lて｛九；＇－Jされ主うか ！誌の“i/!hき”とみることに上って， レオンテ fエ

心、 ここては必要に応じてその 11ftj~flムを示唆する ブ ft、 店、気変動や経済成長のある極の規則性を見

也rtにとどめた1ぜ、。 L、f三Tことができると考え宅 アメリカ経済、つ1910

今［11J，.つitたで占H，手足止に思った＇－＇！ V t、分析；tt家 守代後半から：10年代はじめにかけての景気後退，

J j q1心と芳えたアジアの発出途上目の主くで産荒 川侮，そして恐慌への過程を構造而から説明しょ

連関表が干I］用できたかぺたことであるうヘ もしそ うとした。現実の経済は，国民経済の最も遠隔な

れ九が利用 i可能ふらば， もつど立時、の大きし、分析 部分主でなんらかの関連をもち， I部p守の衝撃は

が可能に江〉たものと千三えられる 統計ヂ、ヶじり 昨日経済全体をブームにも；正気の後退ひいては恐

利用可能性、！＇： I；門！（）；｛，の問題点， R日J トリクス 慌にも導く；，J能性をもっているっそして，それは

f下北山手lill'［ヤその問題点， 年i）く抗...ヤ貨幣［＼a.｛立の 物資（r>ffiULどけでよLく， fd五協や所得や株式段資な

純一にどの1gJ｛当i土， J!i＇‘、将来illfj'1: Viむしごし、ふ どとも伝J去に宇古小ついてし、るEみらhる。 レオン

1!1ド・ }JII 'A'.た若 II iJ際医官i生ttl分仏；（〆ン l'l,:_fo'r ティエ 7／土、 これらのす／ζての関連を明らかにす

Ii.↓f究所〕で汀しく述よるつもりである山で参照思い るねらいをもっていた。

これらの関係を明らかにするうえで， レオンテ

3. 国際産業連関モデルの構成 f工 7が肢も弓献したと考えられる者限点は，！現

3 l レオンティヱフの最初の意図 ’だしI）経済活！日Ji土中li¥J生産物の生Y!'ffこ大きく依ιし
17 
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ており， 主た中間生産物の産出！乏；丸’足終生産物

のj雀出i設と密接に関連しているJというものであ

ん・－ia III民所得分析などでは，；；｝終生産物だけが

分析の対象で， 中間過程の産出物は二理計算にな

ふとい弓じりで対象がら除外されてL、る。 Lかlな

日れ，現実経済が中間産業の活動を抜きにして脅

えられないととは，特別な弁護を必要としなし、で

あろう。

レオンティヱブの最初の体系は，家計のような

lie ;i;rj的産、立までがその1J1生部門となってL、る完全

な封鎖体系であった。 ところが， 1951年に主著

りー また，圏内経済活動も国際取引と密接に結び

つヤている」ということであり，その際，「産業と

産業の結♂っきこそ国内・国際的経済活動の分析

のカギlと考えていることである。以下，レオン

ティエフ体系の簡単な解釈から，それを国際間取

引を取り扱う体系への一つの拡強と， そこで組こ

る諸問遁を考察し， 利用可能な統計資料を使って

実証的な研究を？？なった諸結果について述べてみ

たい。

3-2. 投入＝産出モデル

レオンティエフのモデルは，国民経済の構造を

[cs］の第三1阪にJijlJ：］した l'artIVでは，泣終需要 産業の生産技術的連関の観点からとらえようとす

を体系外から与えて，その変動に応ずる中間生産 る体系と解釈できる。具体的には，産業を生産単位

物、雇J引／cどへ汁波及効果を多部門的に分析する として、その投入量・産出量の結合の仕方と度合

同放体系の考え方が示されて， この体系の実践的 をボす“技術”に基づいて，一つの経済の生産活

ぷ義はU、九だんと高まづえ。 動や経済憐造などを把提，分析しようとするモデ

ての刷肢体系というす考え方は， 巨視的た国民所 ／レである、産業連関表として知られる経済表は，と

得分析との橋渡しという積極的な意味をもった。 れらの事情をあますとミろなく説明するもの--c,

す工わ亡、 レオ／テイ了ブ体菜、外で決定されるぺ 去を縦（夕日）にみてその産業の投入（生産〉構造

き最終需要は悶民所得体系で決定でき，また，マ を，横（行〉にみて産出（配分〕構造をそれぞれ表

卜，.クス友示の111r1司需長をスカラー表，r~c！）ものに hす仕組にな＇＇ているっ この関係をもう少し詳し

読み替えて巨視的分析に新たな分析視角を提供す く調べることから始めよう。

るこど， ；；；互U、の共有附産を矧やしたの？ある。 ある現想的な状態の国民経済におU、て（注2〕， n

封鎖体系から開放体系への方向は，分析視点が一 個の産業部門が中間生産財と労働との一定の技術

投均衡から部分均衡へ変わったことを忌、味寸る の下で結合し， H 種類の生産物を産出してU、るも

が，これによって経済計聞や政策効果測定，経済 のと考えよう。またそこでの産出量は，各部門の

予inlJなどの有力な分析用J=.t.にな J たこと l,事実で 投入物としての中間需要か，家止による最終需要

める。その実践的意義はばかり Lれなし、とい夫ょ に配分されつくされるものとする。いま，一定期

う。 聞における第 i産業の総産出量を Xも （i=l，丸一

以上T）ようなレオン子ィエブの意図を，国内経 ーラ刃）とし， X,_t(i, j= 1, 2，…一， n）で第 i産業が

済活動を含めた国際間取引の分析に適用しよう ら第 j産業への投入最あるいは第 j産業の第 i

というのが， 才，／1われの国際産業連関分好のか［，＇，］ 産業財に対する需要量を表わし， Y亀で第 i産業

である。われわれの基本的考え方はJ国際的経済 財に対する最終需要を示すとすれば， このことは

J叫は作L"iの国九経済の引き仁ノたきく汝1干してお x，ニム1トハ2十ー…十」，，，＋ Y.1 

18 
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” または Xi= I; X;j十 Yる

(j 1, 2，守…， !I}

で表わされる刊3）。 これは，ヨ誌を棋にみているわ

け？，第 J産業，／）産出l"Jの配分IV'1係ある 1，、は-;:f;z

産業財に対する各産業の’「！，~要状塑を疹i らがにして

いる。

i長を縦（！）方向にみてみると，

Xtj, X2J,' ・…， ，Ynj, Xoj→X1 

主たI土 X1 I (xu、.r二J, .•... ' X町、 JnJ) 12) 

の関係が示されている（ここで添学0は労働用役）。

つ主り，ある産主7;＇第 j財を X，単位生産するの

に要する各産業財の使用水準が明示されている。

そ，／）投入｜蒋造は， 12）式に示したようなー般的生産

関数の形に吉き変えることができる。ここで，三

J〕タリ和ft異種の1'1入物あるいは2；」；産物乞り口え合わ

せろこと（土なる l')

一／レとする貨幣で表示されたブロ一の一覧表と解

）
 

噌
E
4（
 

に， 国民所得分析における 1部門の単純な叙述に

比べではるかに詳細である。

レオンティエブ・モヂノレは、以上のような関係

にいくつかの技術的仮定を設けて成立している

け 4）。特に，投入景・産出量の関係をある一定比

中に固定して考えているのが最も大きな特徴であ

り，それがまたこのモデ、ノレの限界ででもある。そ

の関係は，
T ・

a,1 .,.cc -;; (5) 

であり，との技術係数といわれる Gげを不変のも

のと仮定した。

この（5）式の仮定を（1）式に適用すると， xiは，

X, .I: aけ X1寸九 (6) 

と書き礎えられ， これをベクトyレと行列を用いて

N:.現を簡単にすると

X=0AX十 Y

または X = [I-A]-1 Y (7) 

釈しておく。 となる。 これがレオシティエフ詩学体系の基本方

したがって，この一覧表を行に沿ってその産業 程式と呼ばれるものであるCi:l'S）。また， [I-A] 1 

川生産物の販路 Cl£入〉構成をみることもできれ 一万とおいと，（7）式を

ぱ，ヲljに沿ってその産業の購入〈費用）構成をみ

ること i》できると 1，、う住六簿記（（J性質全 bつのが

一つの特徴である。この関係は，（1）式と（2）式の恒

等として，

X=RY (8) 

のようにより簡単な表現にしておく。

(8）式のレオンティエフ逆行知1Bは，所与の最終

(1;；要 Yがらもたらされるいっさいの派生需要を

xi主主 X}i(iコ 1,2, n) (3) 計算する場合の中心的役割を果たす。したが rべ，

総収入ニ紘支出の関係でボすことができる。 これを求めておけば，初発的需要変化に対応した

一方，労働の1fX。；土要素費用を示L，最終需

要の列 Y1は GNPの支出面を表わすと解釈でき

るv＇）で，｜司民所得概念でいえば、前者は生産同氏

所得に，後者は支出国民所得に対応すると考えら

れる。そ三で，

Xo 三 Y1 (i=l, 2, …・ー， n) 

l: ii:って， まさしく国民戸！？得の：て面等Jilli！／）関係金

示している。 しかも，それはベクトル表示のゆえ

(4) 

各産業の中間＇I／，？要への波及のゆきつくした姿を示

してくれるので，非常に便利で利用価値が高い。

3-3. 窓際産業連関モデル

レオンティエブの投入産出モデルを 2国あるい

はそれ以上のi斗の産業間取引のモデルに拡張する

のは，さして国難ではない。国内の産業連関表で

し、えば，産業数が増えたと考えてもよく， また地

域産業連関表の方向で考えてもよい。まず，われ

19 
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トノレをそれぞれ示すものとする。さらに (I-I'γ1

二だとおくと，

われの国際的な産業連関モデノレの橋北から‘考えて

(12) 現Fニ :;r(Y十 wo)

と長現が箔単になる。

記号の意味はつぎのとおりいくことにするU,t6）。

である。

（記号‘説Iii])

国際産業連関モデルの基本方程式トρ ｛1）式を，

と呼んでおく。 1国の産業連関モデルのこれは，

したが

っζ，i:1'.行列rを汁算しておけば，各国の絞終需

要や外生地域しり輸出入量を体系の外から与えるこ

それと形式上なんら変わるところはなく，

W~ : …上の添字でl萱，下のj；五字で窪設を表,l)
した国防産業閣取引量のマトリクス。各要素

をW；；で示し，この場合， f国の z産業か

ら， s[I；！のj産業への物資の流れを示す（不必

要た場台：ま， i,i'i字 I,jを略す〉。

あるいは他のそデノレを連結してその

将来予測などの分

とによ＇ ＇て，

国際的波及の分析や経済計闇，

析が可能になる。

・・干Wt「計で rlせの生産額ベクトノレを示L.

でぱ別し， s 1(1の需要ペケトル

W'・ 

者：L（；－計；tw 
を表わす。

現実のす実際の作業にはいる前に，表作成上，w,o，.，.・その他地域への輸出ベクトノレ

3の理論的問題

ただし，産業分類ある

ークとのがれあし、から起こる 2,ivo，，・・・・せの他地域からの輸入ベクトノレ

"S !IIの.kt終；五要 （r=s）およ♂ r11Jかん をここで考えておきたい。－
 

P
R
 r
 

y
 
喝

V
A

次（｝）表作成に関する

シミュレーション部分で論ずることにし，

分析の方向も，節を改めて説明したい。

いは部！日i結合以どの問題は，

また，

の1r;iJ入！二よる最綜11ォ需（rキイj

•S iiiのf、l

一般的な多国多部門連関モデ、yレにおいて，

V'-

最終

交易係数の決定3-4. 内需 Y＂を擬制的な内生部門のものと考えれば，
L、上記：））詩学的国際産業連関モテルにおいて，i

 

nHυ (r, s= l, 2，－・..' n) ll’. = I: n・・ 

山ように聞にた｛ド系i二己主り ま，国際貿易ぷ全然存在しないとすれば， とのモy と：との｛也H担i!i~ ，；m

デルは，

［；：！＝［？？：］＋［：］ 
(10) 

レオンテ

pゴW＇＂をγ｜、生的iこ扱えば，

W' = I; W'' + (Z:Y1γR十 wro)

となって聞いた体系がで、きる。
(13) 

そして，

Wマト！！クスは分解可能となって，各国内ので，各悶間の産業ィエフの元の体糸と同じように，

産業連防分析の意味しかもたなヤc 現実には各国(Zづ i の比率／；.変わら ti_ ：，、と L 、う仮定（［；~I定的交易｛,h

殺の仮7t）手力けは，

n・ = :,::; rrs再TrO十（PD十日川）
野アマトリクスは必ずしも内の貿'v'1l主存在するが，

すべて正であるとは限らない0 (13）式とWの要素が

部分の要素が正であるようなWが現実的なもので

あろう。

ここで、第］表あるいは111）式の対角要素マトリ

クス W付 (rニuは，各国の産業連関表が利用できる

大その中間的な，すべて正のものを特殊とする，

）
 
1
 
・EA（
 

あるいは

W = [J-I']-1 (Y + i,VO) 
Wは世界の生産額ペクトル， It土1を＇］史：一二こで，

とする対戸jマトリク 7,, I'は国際投入係数マト

そしものとすれば現実のデータから決定される。

γ；ま世界

woは外生地域の交易ベク

ワクス（以下交易（手数マトリクス 1:'.I手ぶ）、

の最終需要ベクトル，
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ような財企三oの産業部門に集l汁して回日！J産業別輪もし同際貿め wい＇＇＇川に［ tlし〈も、 r! li[(I) / ←ず＼、

出ちJU，：決められた。

同日lj産業日lj輸出額が

I主主泊ミ九川司 J)j J主主に物資や！？ービスがどれだ

受取llilのどの花1/¥H面上，け流れたかに J川、ての抗，，十資料がれiふれると）－;lし

プ長ぐ受け取られたかであるが，貿易統計ーからそれそのような官易統，ii-かじwへいえ Y ヰミ同fJiこ司l工，

を生:iiることはできなL、c したがって，その産業別

できるだけ輸入国の；需要情迭を反

I-かL現実♂）良弘!ffc,;1-;t, lt~iiliその。L,/) 1・, t Lる♂
輸入制w：；を、それは F itl さjLてL、心も JJ(/), （也で大切慎iこ

i:J lご映すと〉上うに決めていカ‘なければならないυシ「， , lf-1ノ＼どん !i::1守Jr＇，／，がどれたけ inULた心、士，；下村ti

現’，t((Jなし、くつかの場合lこ＇） ＼，、てこの問題を汚え、JJ) 、，，、どのF主に衣示「＇~l i, v' jごii)

ごメょえご＼，‘ハ
ー－ " 産業へという叫門r]-ljν＇））＿［ii)iを示「も山にはなマpζ

産業りIJ輸入夫が利用可能な場合11) 二、，， L ・"j ／ょ土佐！日 li\f［~＼ ・七倍をWJ'すミした）t_,;＼、t'-＇，、 r

五百一i邑そのJ乙に主j店主i出品i友作成（， 7）とIi百時に，三二とノ！，＇レJすえと支持係数次'TtvJl丹l題全，f',J）、

Fここの輸入支は，応｝と〉輸入；友がf'I'成される。,htこ九、

1¥4fu人先｛＇；＇，fl・vJli:i小心的ノヘLたかはわからなし、が、メiい」 i•JI ぺ，on、［）でJ；似：佐して！いる＇i'J).~ ti:: .,¥ f土，

とLての産業×売業の輸入額nア：；がわかるよう i二TC、c！） 弓11;;rrnJミて大！日；？〉ジ＞［iJを例主fl'L C v、らし

そび）1J1治人の111子光このj坊合tt' 支＞j、，＇： ;!L C ，，、ィ；：， 0 II i限1：日：) l);j 才jヒC＜〕mmor-1ityli:1凡でt・λ.：：，Ii! ，人

/;• I:'：のほのどのF亡業で1h＇）たかを iたとわ；！t,ばよい;J-1／－ービ·，， CJ 市れやその t~Jiili1c ~I ',・i;, ・ H1111に分析
競争輸入当！！の産業連関

五；i争輸入：＇HI分は第 JJ主菜が輸入山；12ご ・JS

それを j従業tこ配分したものとjラえられ

日：J~t すjL｛工、，A , : r ，，.ト〆
に（主＇） .j 0 

N.引し

し力、 L、G、と／：二、戸

そび）fflll 11] indu,try liaH: ，／〕問題悦点企持ち込むと、

できるJf；；二位（和されている。

隣人L〆，〔？の11＇，］坦々 a起きてくIHJしり！込］；車とえ、人：J ,/.1ぺ、f仁

.;J J）て三和iT［可日ljにその配分の！上）jをごちえ上うと：一一？

勺＂

べiDjU）総輸入去をマト n！、寸士
、. h 、-.[--.:, i，のである。以ctJ)i.バUrぴ）｛引を：二ふふ理主；±；lt1',jj]「山f祉点
各要素を m；；とする。そして

f j"(I J名、要素をそのjifllζ J/1:j で除したものを七

のj)'｛（！＋この輸入係：欽とi呼U'tt：；で示し，輸入係数行列

If、で衣わし，ケ λ
産業ハ生産i存症や夜；i'JHJ·~y;要依 ｛｛ oi 1:1:l係に！トf¥jljの

tの貿易絞，，I・ではそこi主主：全Ji、う j,）） ごふるえ＂，

ての- r、
て）に，まで問組合.JJ:t¥;Jドけてはくれないc

を.＇＇ λ で手乙わす。すなわち，

rt' --[,11'.J = [m'.Jlt'.J 

CiこだL, 1 /; ( t n,:Jのh,hトζクトノレの存立f.,10

員十＼ースぴ Ift ~0統 i：十をよ・＇.1／ι方；，；能0.::iJ ') 1こl坊（；・，

Ill) 産業J、一三に組みi白；すいわゆる「部IILJ涜汁jO)I品i

このぬさし ：＇＼ たっての：重要な1gtmとよ仁る。題；＇）；，

・1' t-
r夕、，」ー，であり，輸出｜斗v')［企業r't'J：＇.（生産能・fr，輪山西につv、ては，

t
j
 

戸

h
JI
 

s I正Iv>r i司からの~，,j入マトリクス :it ＇ 、（二＼＼アれ）

山氏Ji：には，貿易統計ーから算出された r111の五回

J、山首業日iJ輸出額ivγ（＝土日つを，（M)式の／’t ~ 

。

、J

〉

τ，」
J

，〆。
L

めで

輸ll＼財がど

の産業方、らIIi荷されたものかをナ E ソケする／こけ

で， ｝：日己1江主｝，え千GJ十から同日lj産業日IJ輸出在日w；巳を箆

定できるc われわれのJ払合に；士、後述十るように，

おITCの；I-f/r)J矧たとわれわれのこof:111irFJc台三七三

j主士そのまま反映すると汚えてよく、

すーな；！，九，

2 I 

ウ寸 1° トにし亡配分する方式全とど、。んる ι け生産：1~年］主主： 1，可じくするの対応：をつけて司



1969080024.TIF

M円／i,

mM  ·•孟 ［rt，よりJ ==-[rら・w:;J
(rキs)

［たとし， w~ ＇ 11 f悶の s向〈の理紫g1J宇:1J出額w吋〔列
ぺク l、jレ〉を各fl］に准ぺた珂＞＜m-rトリケスの喫索，＇£

た， ω お主むっさUコl,¥＇めノミ←は貿易統：トから f子支られ

たζ とをかす。〕

によって決定されるものと考える。第 iJ行に＇）＇，、

ていえば，

）
 
e
n
 

r
1
 
n
 

巴？’f
l
 
w
 

，41
、

=¥J1;1W1＇，…， f心れでj

1- _)-~ ち9 吻脚 、”・ ，テC-
〈こ j1. •Do 」ーーに旬

,'\if,• 口 cu [I; m~j] 

（γ士写込

でな付れcfふらなL、。た疋し， 5悶（／）総入f系撃〔，11'

は，すべての相手国 rに共通であるものと仮定占

}.1,'亡U、るコ

(2) 産業日lj輸入米がない場合

つぎにラ上述の産業別輸入表が作成されていな

い副につい－c, そ，，1)3と易係j放の決ろ1Jを考えてみ

TこV、。

貿易直己表われち財は、輸出国か九みればその

財がどの産業の産出物でbるか；土、日TC0類表

k必要な産業分類表の対応さえつけば，貿易統計

山も容易に産業流行ができる。これ土同様に，輸

入財についても産業の統台に同じ法~が直j世記れ

た場合、

I m;f の1
t ピ》 J\1•s=I ・ I 
I O m;;;,J 

止いう極端な対角マトリクスができる可能性があ

る。勺主 l），輸出目，輸入国ともに同一産業だけ

で取引ぷ行なわれ， 他乃産業（はその産業un主流
オしたい三とを想定するとどになる。実際は，［！J内の

生産r陶？あろうと斡入日すであろろ土，た 1てえば，輸

22 

入ぎれた鋳物用銑鉄はi到内の自動車産業でも一般

(16) 機械産業いでも投入財として使われるので， 上の対

角ずトリクλ的貿易構造は非現実的とし、えよう。

われわれは， 「輸入は国内の需要構造（この場合

はJ卒業泊lj需要li'li-f幻を反鉄すみ」と考えるの切で， ,. 

国t産業財が輸入国 sのどの部門で受け取られた

かは，自国 vの i産業財に対する産業需要と同じ

構成で配分されたものと仮定する。したがって，斡

入財はすべて競争財の扱いを受けるわけである。

輸入国 5の需要構成は，

(17) 
／）人三 ［0:11= [..c:1/ X,] 側

担当

で表才yされる。つまり，国内産業取引 1むの各行

企行和乙 x;iで除したもので，

I; a;j = 1 

が成り立つ。

4の｛系数 ii；） が，古il項の輸入係数 ft！） とはじ役

目を果たすわけで，輸入の相手国すべてに適用さ

れて Mべ，キけが決められる。したがって，

包I)

ゅ o¥1"= ［（）；） ・w'.;J 同1

(rキs)

となるo第 i行の輸入量が各産業に引き取九れる

さまは，

,3J(m',f，・一、 mr;:)= （ぷ，W・；ヘー…・， a:,,W;・')

(r芋五｝

で炎わきれる。なお，

l／ミ＝ <3) [I: m'.¥} 

国）

凶）

仕切
(r~り

によ 7 て， s国の絡事会入ヴトリク吹が示される。

このような措置の問題は， 確かに斡入が輸入国

の需要構造を反映するようになされているとはい

え，現実tこ輸入しない産業までがあたかも産業の

メン、アにかけて輸入した元、のように処理されてい

ることであるu これは，非競争タイプの産業連関表



1969080025.TIF

が作成されている固につし、ては，産業5-}ljの檎入総

額乙 w：；を知ることができるので，その産業

全体についてある程度の修正が施せる。 しかし，

各要素に J ) L、ての修正はヲ これだけの'IN阪では不

可能であ7，う。

とにかく，輸入構造がその国の投入・産出構造

を反映して決められるといろ考え方Lt' も1 とも

らしヤ｛反訟であると恩われるし， この方ll{J／）統ミ十

資料を整備してリカード以来の貿易理論に新しい

視角あるいは新たな実証分析の方向を示すことが

できる方通もしれない。

Wの各要素のうち， rv・・，，.汁〉の要ぷ；渋定につい

ていくつかの方法を示したが，今回の作業では，

まず輸入表が利用できる国については第lの方法

（帥式）を， kた輸入去がt；＿＇‘、国は第‘：i(}) Ji法（（凶

式）をと J ) Jζ。

以上のようにして決められた国際貿易の各要素

w 11 (r •士山と各国産業連関表初；； （r-v ） とによ

って， H'v1lべての要：J,,J( /illi額表示）が決定された

ことになる。そして，この場合の交易係数は，前

に示したように 1同の投入係数算定の場合と同様

にして，

r:, ＝，じ：；Iw1 lお）

で決定された。また，この交易係数はとりあえず

一定の短期間不変であると仮定〔ii'8〕して分析を進

めることにする。

4. 分析の方向

ある年次における国際間の中間的産業取引のフロ

ーが，統一的な価格基準で前項のよろにH＇マトリ

クスの形でとらえられ、また， その年（；にじっ各国の

最終需要項目がなんらかの方法で与えられたもの

と想定して， 国際産業連関分析の方向をここでし、

くつか紹介しておきたL、。

4 1 交易係数の安定性テスト

はじめに，将来予測および貿易政策のシミーT し

ーション分析の予備的考察として， 国際産業連関

モデノレに組み入れらた貿易面について， 各閣の産

：自主造との関連で，特に交易係数の安定性テスト

を試みておく必要がある。

産業連関分析では，投入係数の安定性を前提に

して，すでに説明したレオ〉ヂイ工フ逆行列をも

とにして分析がすすめられて，，、る。この係数の安

定性については，従来から多くの議論がなされて

きたところであるが， 理i命的にはサムエノレソンら

治、ijミ張する代f完ミ定1里(l上9）に

入係数の仮：主；ιt；潅謹されたようである。 しJいし，

産業連関分析は経験的適用を第1の特徴とするの

で， こうした仮定が現実にどの桂度の妥当性をも

ず〉かということこそ問題にされるぺきである。こ

し＇）線tこ沿って， Jえ入係数の安定判：をめぐる経験的

テストが，レオンティエフ（［8］など）をはじめ多く

の論者によってlr・くから試みられてきたことは、円
月三山ことであったじ

国際産業連関モデノレにおいては， 国内の投入係

数の安定性はもとより，国際聞の貿易面を交わす

交V1係数が安定iめでなければ， このモデ、lレの i’・ir:J

) Jが疑われろこ土になる。交主）］係数が安定'i'！ーを保

つためには，投入係数で仮定された技術的な条件

に加えて，貿易を完全に自由にするか， または現

{Ev）貿易政策カJ変わらなャとし、う｛反定を追加し i(

ければならなヤ。現実には関税障虚とか輸入制限

とかの政治的要素がはいり込んでくるので，賞品

11；］査；こはかたりの変動的な要国が含まれていると

むえられる。 したがって，交易係数一定という仮

定は、非常に強い仮定であるといえる。

国内の投入構造を含めた形での交易係数の安定

t午テストについては，相踊たマyた：つの年次の交

¥)1係数を各要素ごとに比較する直接的テストか考
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えられるが，われわれの分析と目的，対象地域ぅ の聞の誤差の大小tこよって， この交易係数の安定

部門統合などを同じくする，異なった年次の交易 性をチェックするわけである。

｛糸数去が得人れfよいので、主10)' このテストiま現段 r [Ejの第バ部門の予捌i誤差本（c）は，したがっ亡ラ

階ではちょハとむずかしL、。そこで，厳密さは；誇

れるかもしれないが，予測誤差の観点から， 間接

的に二の安定性をテストする ）J法を険討しごみFケ

1、（注I11 唱。

一般の間接テストは， 基準年次の投入係数を用

いて， 比較年次の最終市要あるいい生産者liを与え

て，比較年次の各市内山生産綴およじ、中ff¥Urr要を

事後的に予測し， それと比較年次のそれぞれの実

演値と比較して予測誤差を計算する。 とιうが，

われわれのトt＇.合仁は交易係数点、；一時点し h‘得られ

てないので， 比鞍の対象は各部門の最終需；要と貿

易の関係でとらえるしかなU、。 さらl岳貿f,'；商は，

tfl；門？子C合などの資H操f'↓

点を置くことにするo

まず，国際産業連関体系の基本方松式から， 中

Ii司需要（Q,，＇）解全求めると，

<.2 = [,[ -J守「1-J]y C!l~ 

になる。ここで，

Y ：最釈＇， i＼；＇要，＜ 7トル （W 二 Oすなわわ域外輪

出ゼロと仮定）

Q＝中間需要のベクトノレ

F二交M係数マトリクス

を示一｝。

いま，ある基準年次の交易係数れが 0年間安

定的であると考えれば， Lt較年次 （tトfl）ο；，K終；M

要実績（直 Y:,oを与えて， 制式から t十U年次の

中間需要 Q，刊を予測することが，可能となる。

予測値を〈， 実績値をーで示すと，三二の除！｛系は，。，＋o= [,J-/'1)-1 ~1] Y,,. ＂／町
、← 6

で表わされる。そして，ここで予測された中間需

要。川と， その時点の中間需要おぶ値υ十 θ と
24 

A -

J 【 Q~u ， 町－ Q;u，向」， 11.+U)

Q' I (l+OJ 
凶

で示される。また，この誤差率を時系列的に計算

し，時間の経過とともに平均予測誤差がどれくら

い大きくなるとか， 各部門の取引の増減の程度を

女IIることができる（［l却。交易係数社、政治的，地理

的その他いろいろの変動要因を含んでいると考え

られるので，これをあまり固定的に考えず， むし

ろ， tの誤差率（／）時間的変動傾向をはっきりつか

んで，産業の発展や衰退を積駆的に取り入れてい

くべきであると考えている。

と、二ろで， 例式ないし，納式で、ft，中間前要点、

,it~" iーとされてヤるので、それを国内取引（X）と
域内輸出（E）に分割し，交易係数の安定性テスト

を国内の投入係数 j'tl と輸出係数 l’fの二つに分

けて険j守する方向をここで示しておこう。

基本方程式を，

H'= X十 E+y 

と考える。ここで，

X二三国内取引ベクトノレ

五＝域内輸出ベクトノレ

を示し，それぞれ

X=I'd W 

E = J'! W 

を意味する。ここで

三［［＇11 ON] 
0 i'NN 

ω） 

倒

。。

¥lei 

じよ－－，て， l廷内投入係数マトリクス f'rr (n X坊を

け角に量いた刀NxnNマトリクスを示す。また，

['! = [' -['d 

である。

(3功



l主0および r，、＞O（労働投入の必要性〕を仮定す
る。

帥から，域内輸出ベクト YレEは

基本方程式 W=rw+ (Y十 WO）を配分関係）
 
4
 

仰
い
V

中間需要 rwはその産業財の総としてみると，

生産量によってまかなわれるのでwミrwでな弘司

E= W-Y-I'd W 

＝［π I] y -J'd （πY) 

（ここで， r二 (I ／＇）ー 1すなわち，

E=-:cQ-X 

で示される。

0t 

したがってければならず，

I'< I （お）

また，

以前と同じように交易係数一こうしておいて，

この体系の安定条件である(11:12）。こhが，定と想定し， Y，を与えて

E1＋。＝ Q,+o -X，什 この ¥l母式は，基本式において [I-I']?: 0を意味

“係数行列式 lI-I' lのすべての首座しており，

。6)
で （t十ロ）年次の輸出ベクトルを予測し，同年次の

実績値 E:+oとの比較から 小行列式の値が正”というホーキンス・サイモン

すなわち，分のiE値条件を満たすことにもなる。T.,r T,'r 
《 r _ 1~ ， u ＋ θ〉一－ 1'.,, (IS 0) 
包 i(I +O) 一一

E'u一川）

係数（交易係数）に関する時系列的分析ができれば，

前の場合のようにその変動傾向の検！？、Iが可能とな

り，変動傾向を加味した予測なり各種シミュレー

ションなりがfrなえるわけである（国内取引（X）に

ついても同様）。

以下，交易係数についての安定性が確かめられ

安定条件

と解の正値条件とは同じことを意味している。

これらのことを前提にして，逆行列π＝[J-I']-1 

の性質を考えてみよう。逆行列の各要素 π；；は，

(1D式カ‘らつぎのように解釈される。 r=sの第 i行

解不可能な投入・産出体系においては，
聞

この輸出そして，によって予測誤差を計算する。

第J産業財に対する 1単位の最第j?jljの要素は，

第 i産業で必要とされ終需要をまかなうために，

rキsの部分についる産Ill量の単位を示す。また，

5同における第j産業財に対する 1単位のては，貿易の構造分析やシミ 1 レーシたものと考えて，

s国が輸入しなければな

らない r国の第 t産業財の量を示す。

たとえば，対角要素（ここでは r=sおよびi=j〕

需要をまかなうために，ョン分析の方向を探ってみたい。

波及効果の国際比較4 2. 

なんといってもレオン産業連関分析の真髄は，

鉄鋼の最終需要1単位の増加に

対して，鉄鋼産業が，内生諸産業の間接的波及（国

についてみると，ティエフ逆行列による波及効果の分析にあるとい

国際産業連関モデ、ルにおいても事情は同

際貿易への波及も含めて〕をも考慮にいれたうえで

追加生産しなければならない産出量を示すので，

えよう。

やはりその中心的役割を果たす逆行列 πにじで，

まずその性質を考え，簡単な意味づけをついて，

または 1よりこの値が少なくとも lに等しいか，あるい各国産業連関構造の比較，与えたうえで，

大でないと経済学的に意味がなくなる。すなわち，

側

連関効果の国際比較を行なはもっと具体的には，

う方向を検討してみたい。 ［π］ = [I -I']-1 二三 ［月
という性質をもっ（汁13）。

対角要素には，したがって，自部門への直接的・

間接的波及の総計が記されていることになってい

Zラ

静学的レオンティエフ体系におけると同じよう

WiやれJが負の｛直をとることは経済学的立

場からいって意味のないことであるので， w,;:,.o,
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る。自；＇;-[1[11Jへの総波及 K.,(-J:,

K; = 1 十a；； 十a2，：； 十・・・・・・＋ a'u＋・・
1 
1-a口

。。

¥Jil際比較が可能になる。

その一つは， 「影響力係数」と「感応度係数J

の国際比較であるo 波及効果の結果を示す逆行列

となって， ある産業t二段終需要が与え人れると， 去は、各要素がそれぞれの意味をもつが， ここで

その産：わt司他産業の波及を除いても，少なくと はラスムッセンに上って考案されたこの 2｛：系数

もその最終需要の K.，：倍の生産を必要とすること ([11]. p. 141）を用いて集約的な形で比較する方向

が明らかにされた。そこで，側式の性質は，このK.,: を示しておく。

を対角＇2(41ごとするマト IJ 7正［KJを）Ji＇.、に ［員三響力係数民IJとは，ある産業が他の産業に

(r.J .-:.: I Kl 担1) 与える波及効巣の彬響力の度合を示す係数で， わ

に修正される(ii14）。

対角要素と同様に， ｛也の回のすべての夜業を考

慮にいれた波及の過程は，係数行yljI’しり指数展開

がこれを明確にしてくれる。最終需要Yの1次波

及を w川口 TY+I'Yとすると，その波及の無限
系列は，

民FI 二［／十 I’＋ ／＇＇.←。…・十 I、1 ・・］ y 

となる。この収東条件は 0<I'< Iであり，した

がって， Y 豆w(l)三三日川〉ζ 田・....ζ wrn ..・・いであ

る。そし亡す W=I: W＇ むあるので，

w-"-[1-rJ 1 ｝＂ニ πγ

[I十r十］＇2十・・・・・・十 r,十・ ・・] y (42) 

が成立することになるり

この叫式J)関係は，逆行列πが交易係数行列f

の指数展開に等しいことを示している。 したがっ

て，基本方程式の解ωは，初発的需要の変化に対
応して．谷産業の中間取引の波及が行きつくし

た姿を示していることが明「》かにされたわけであ

る。

各国の産業構造を比較する場合， よく産業別所

得構成比などが用いられるが，産業の連間際造を

比較する場台には，産業連関表を利用するほうが

適している。特に，上で明らかにされた逆行列そ

のものを調べることにLって， ここt二合まれた各

国各産業のi車関構造， さらには波及体系に関する
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れわれのモデルでは，

ん手手 π：；
×1α） 位争

9 "¥ ，.泊乙 ZI: I: 1r'.; n-1'1】 i J • 

とし、う平均的な形で示される。また， 「感応度係

数（引jとは，ある産業が他産業から渡及効果を受

けと反応する皮下？を示すもので，

日 ＼.rI: I:π：： 
か＝ ' ,.., j R ×100 μ4) 

n2 斗v2字予手早川
に土って表わされる<n:15）。

この2係数からv たとえば日本の中間需要的製

造業において影響力も感応度も高いとか， インド

ではどうかといず》た国際比較ができる。また，産

業iiliI渇表が複数年次得られれば， それらの変化傾

向も知られて，各国の経済計画や貿易政策を検討

する材料になると考えられる。

こうしたラスムソセン流の考え方は，ハーシュ

マンの開発戦略の一つのよりどころである“連関

効果”（[4] pp. 98～119）の概念にもみられる。

かれは， この連関効果というものを前方連関と後

)j連閣に分け， 両者の連結を強調しながらも，長

終荷要水準の低い発展途上国の開発には，後方連

関効果の大きい産業にまず戦略のウエイトを置い

たほうがよL、といっているようである。 ここで，

後）y連関効果（ん）土は，ある産業の生産に左って



他産業の財をどれだけ投入物として必要とするか

という依存関係を表わすもので，

I: Xij - Xjj 
ba, = , X1 ×100 同

で示される。つまり，総生産量に対する他産業か

らの購入量の比で表わされる。また， i1frJJ連関効

果 （h:1j）は， ある産業の産出物が他の産業の投入

物としてどれだけ使われるかを示し，

I: Xijーよ‘＂
bcfai = J X， ×100 附

すなわち，総需要最に対する他産業への販売量の

100分比で示されるものと解釈しておく（，＇ i16）。

しかし，ハーシ 1 マンの連関効果をこのように

解釈すると，波及効果の比較という観点からすれ

ば，先のラスムッセンの考え方から一歩後退した

ことになる。 というのは，ハーシュマンがその効

果を生産あるu、は詰要に占める他産業の構成比で

測定しようとしたのに対して， ラスムッセン型の

諸係数は波及の行きつくした姿を示す逆行タljを用

いて諸効呆を測ろうとした点で， 後者ーがより詳し

い効果測定になっているといえるからである。 し

かし，開発戦略の拠点となる産業の選択， または

その衛昼産業という考え方は， 今後の開発政策に

示唆するところが多ャと思われる。

4 3. 国際経済の予測

レオンティエフ・オープン・モデルが， 1闘の

経済計画，将来予測，政策効果の測定などの有力

な分析ツーノレになることは， 先進各国の過去の利

用度を調べてみればわかることである。 l司際産業

連関モデ、／レは， その適用を 1固から多国間の経済

活動に広げようとしづ意図をもっておに また，

その適用は 1国内の場合をそれほど修正すること

なし見方を少し変えるだけで可能であることを

示唆してきたので， そのうちの一つである将来予

測について考えてみたい。

予測の方向の一つは， すでに第：｛ 1節で示され

たように，予測対象年次の各国の最終需要項目

Y,+oを何らかの方法で与えて， Wi+o=lli Yi+oの

体系において，中間需要 Llt+O（国際貿易を含む〉や

総生産額 W，＋。等を予測するものである。その際，

交易係数が安定的であることはきわめて大切なこ

とであるが，このモデルの性格からして， 最終需

要ベクト／レの与え方のほうがもっと重要な意味を

もっとし、える。それが，この分析の死命を制すと

いっても過言ではない。

iま終需要ベクトルは， 各国ごとに nN×1の内

需の列ベクトノレから構成されており， その合成さ

れたものと考えてもよく， また，各国ごとの個々

のベクトルを対象に選んでもよU、。ここでは， 合

成された最終需要ベクトルを推計する場合に必要

な諸項目を調べておく（最終需要ベクトルに組み入れ

られる他地域への輸出は，また別の体系で与えられるも

のと脅えて，ここではふれなしう。

nN ×lの各国の内需ベクトルのうち， Y,rγ

(i二 I，……， n）は自国 i産業財に対する最終需要で

あり， この部分はその国の巨視的な国民所得分析

の子法から得られるものと考えられる。すなわち，

Y, = C'; 十 G, 十 !, (i = 1, ・・・・・,n) 同7)

によって産業日Jjに最終需要がえられる。ここで，

Y，＝産業別国民総支出
Ci＝産業別個人消費

G；＝産業別政府支出

I；＝ 産業別粗投資（在庫増減含む〉

を示す。

また， yirs(rキs）の部分は，他国財を最終需要

としてどれだけ輸入したかを示す n(N-1）× 1 

のベクトノレである。 このベクトJレの求め方は，自

国の産業別輸入関数 （n本）を推定し， そこで予測
ノヘ

された輸入量 M；を各国 （N-1国）になんらかの

方法で配分する方法をとる。
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これらの関係を最も簡単な同時方程式体系で考

えると，

Y，三 CtG，十 I,

C, = C(Y,) 

G, = G(Y,) 
L二 I！γl ) 

によって Y:,C,, G,, ！， カミ；i；＼とめられ，

M, = M (Y,) 

で M，がた；；る（すべて＂＞＜ I〆ξクトノレ表示＼.そして

各国に汁すら申請入依存度川こよって， ；千｜良からの

産業Jllj輸入額を決める。

M，川之江 ν,r-'M,(rキs)

ただし， ：，•； γ，t数で， （十＼11ども産業g1J1,0'UZ: t同ー

とする。二三ご，

－E
ム

一一ν 

川
戸
川

である。制式の第N番目の闘は自国とする。

したl!, ，入 この体系で，土， y,rの JI何／）要素

は， 4n ／［／；］山花数と附～♀Ii式ぃ〔）4n本の訂印式によ

って決められ，同と同式から，残る 11(N-1）個の

要素が村川し lご， 111V＞くlJl I日常ベヲト 0,HJt定さ

ft,ることに；，：ノ＇.J0 

このようにして決められた各国の内補ベクトノレ

予を足し上げて，域内の最終需要ベクトノレ Yを

えること 1）；できる。また， r'"(rキs）仁，; I；、ては，

このモデル lケit域内各＼J)（／） 経済活動水準山知られ

ているので，上のような輸入からの接近ではなく，

相手国の経済活動水準を説明変数とする輸出関数

を推定して，情出面からこの要素を決めてし、く方

法が考えられる。

国際産業連関体系における将来予測の一つの方

法を検討してきたが， ltt終需要の与え怠には， こ

の他にも、いろいろな方法が考えられる υ たとえ

ば， （：｛）各国の計画目標成長率を利用して Fを与

える，（ロ）過去の趨勢成長率を使う，川まったく仮
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想の成長率を用いてシミュレーシ日ンを行なう，

Jなどυ また，二れらの将来予測は，交易係数一定

酬 のも Eで計算された逆行列 πを使うのであるが，

凶） この点も， さきに検討した係数安定性テストの結

帥 巣から，係数の変動傾向を取り入れて分析するこ

告1) Eぅ：11f誌であろう。

4 4. 貿易構造と貿易政策の分析

同 国際産業連関哉は，国内および国際的経済活動

日）

を！主主間取引のかたちでとらえており， これまで

の主弘係数お上ひ、その逆行列の検討を通じて， mi 
際貿易の構造分析はある程度進められてきた。 し

かし，これまでの分析は，域内全体の波及効果分

析ふるいは国際的依存関係の分析であった。 三と

で i上 HU~をもう少し具体的な， あるいは部分的な

関係に向けて， たとえばある国の貿易政策が他の

諸国の経済活動にどのような影響を与えるかとい

つり‘政策効果illlいとに関するシミ I レーション分

析に／功、て考えてみたい。

これまでの系統をひくシミュレーション分析の

J 》に，波及過院全ぞのまま生かして， ある国の

i白りII＇，／干要 （＆Y)（に：

J舌tサJを：分析－する方法がある。国際産業連関モデノレ
の波及体系ω式を使って，

帥

JW  = 1[L1 y (55i 

かん、追加需要のi民主的な全波及効果が知られる。

ここで，

.1Y＝追加需要

JW＝派生的国際取引

＇ー←8:'.’F 1。

この体系の（JY)は，計算目的に応じて，全世

界的迅加需要と考えてもよく，また，各国ごとの政

策的あるいは，；十面的な需要増大であってもよし、。

たとえば， (&Y）として，輸入面を考慮した s聞

の r;,ayi・sや，輸出面からのアプローチである f
r 
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民｜の工」y1・sなどを与えて，それぞれが各国にど

のような影響を与えるかを分析することも可能で

ある。

ところで，国際貿易は‘ 各国の最終需要および

q1問需要と， その国J）生産水準どの関係から話発

きれるものとだえられるが， 竺J）国際産業連関モ

テノレにおいては， 時間や地理的な配慮がなされて

L、なν。したがって，怪済取引の設反体系は、追

加需要と同時に， いわば瞬時にゆきつくしてしま

勺仕組になっU る。 Lがし，現実の経済活動は，

時間的運れを伴うのが普通で， 特に，悶際聞の場

f「にはもっとh:＇ィ、時院を要し， 入国ノ〉迫力II需要→

B固からの輸入増大→8国の生産拡大→C国の生

区拡大とB国J 'J） 輸出附加→ー・といず，た需＇~耳・

供給の国際的連鎖が短期間で完了してしまうとは

考えられない。そこで，帥式や同式ぴ）｛七系におけ

る部分分I仕方＞；13'.りまをも，，てくるわけである。

部分分析の組合せとして， かなり多くの可能性

が考えられる。 汁象l主！の選び）j，所ljーとする変数

やその与え方， それに影響を受ける変数など，い

ろいろな選択ができる。たとえfi', ~I A三の追加的

投資需要JPが，国内の生産活動をどれだけ刺激

し，諸外国へどんな経済的波ノ反金及I王；かとしう

問題は，つぎのようにして解ける。

追加需要が（JF）だけと考えると，

L1Yt" = L1It" 6同

であり， それから引き起こされる国内各産業の生

産水準は， u欠的には、
L11Vt""0) 二三I'""L1Y,.T 

Jま終的にiま，

L1Wt"＂ェ rrNL1Y," 

(57) 

(5同

となる。その｜際 lプ）日本♂） r国への産主市要（輸入）

は， 1次的には，

J 1V, ,JcD = I 'r.r ,1 Yr1 159) 

であり，また，最終的には，

i1w,r.1 ＝πTJ L1 Y,・' 

として求められる。

刷

以とのように， 目的に応じて諸変数聞の関係を

つきとめられるし，また，波及過程の段階別検討

も可能である。それに‘はじめに与える変数が最

終需要項目でなくても， たとえば，それが貿易面

Wγs (rキs）であってもよく，取引先の変更が与え

る効果分析のシミュレーションもまた可能であ

る。

4-5. 南北問題への接近

発1展途上国と先進国の関係を， “南北問題”と

ヤう古楽でー惜して呼ぶ一般的習わしに従って，

このうんの経済的諸問題につu、て， われわれの国

際産業連関分析の立場から考えてみるのがここで

のねc,v 、である。これほ，；度部グfレープ（ [21} 

pp. 3～めの最初］からの分析目標でありながら，実

際にはほとんど手をつけられなかった研究課題で

ある。その波書I）グルーフ。の笠図を受け継いで，世

界経済の最重要課題の一つである“発展途上国の

誕済開発”について，経済協力ならびに国際貿易

の角度から， その分析可能性や政策的インプリケ

ーションなどを考えてみたヤ。

一般に，発展途上国と先進国の経済は，構造的

に異なるものと考えられており，また，国際貿易

の構造も， その産業構造や資源の賦存状態の差異

を反1決するものであるとみてよいだろう。 このこ

とを前提にして，両者の関係を，一つの国民経済

を分析するのによく使われる， “二重構造論”的

観点からとらえられはしなU、か， というのがここ

での論点である（出7）。

‘三f玄構造”あるし、は“二五経済”という概念

は，人により目的によって内容にかなりの違い

がある。ここでは先手：の定義に惑わされず， また
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(66) 
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山りr
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幾

代表重の構造にでも適用できる可能性を娩して，

的両者の構造的連闘を，特徴的に“ニ章構造”と

“ニ重”ということにもあまりかかわらずに，

I'lA 
（の

一一
2
1
 zz 

f
F
 f'-1 呼んで分析を進めていきたいc 。。

｛反にr.'.SI主のr.Y：製品を供給¥-'i，世界経済が，

Y ト－－－~－－－－－r 人I I 

I ' i I I I 、！ 1 I O i 0 
I , I I I I 

十一一子ぐ－「IrT~；.：－7:-tニ河川
.）よ一一一－~－一二九IrlA,_一一一－i---)!A 
γ；1} －ー十一－Yf!IY1r 十一一 －r1n

riL三士二二以Ir［~；（－－－↓
I o I o : i ',,,, i 
I i; A ', I ｜．．  
I Y民税十1γ 冊

1洋しく t'iくと農産品に特化した経

ニつのグループに分けられノにと想定しょ

できる構造をもった経済と，

済力，

後者を農業う。前者を工業国グループ（めとし，

悶グループ（A）と名づけ，問者についてそれそ矛れ

m十1,...・・， nで工業部i，……， m で農業部門，

門を表わす統一的産業連！共J-;J1J:nらItたと考えよ

ここで両グルーずの投入係数をつぎのよ

うに定義する。

f’I = [r{j] 

人： , 18.' 
ノ O

。お1)

寸
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l
i
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I
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である。

この特殊な安易係数は，

（叫。
つぎのような世界を想

ここに， I'Iは工業国グループの投入係数、 I'＂は

T.業製工業国グルーブ。では，まず，定してし、る。
:'i.tこ‘両者の貿易注業国グループのそれをぷす。

経済協力の観点か

業医iへは工業製品のみを輸出し宅

から 1次産品を輸入する。一方の農業悶クVレープ

（あるいは発展途上国グループ〉では，産業構造はま

だよく整備されておらず，特に工業部門（m+l，…

したがって，

逆に農業国

,¥i'パ＇）；＇｛ I主！日も生産しているが，

t、
ね3

。
r!A 
(r/) 

A
）
 
F
 

retE
’i
l
l
a
E『
1
1
L

一一

。
や，

r,H I 
(b〕 l

I pu 
I （α〉

I'AI= I 加的

現段ぃ， 11）において未整備である。

民業部門で必要な機械頬までも工業国グ

。。
階一ぐi-t, T.；／主に特化した特殊なそれぞれ農業、ーニkって，

先進国の協力をねてこ

れかん仁主化を図ろうという段階にあると考えて

おく。

／レーアむからの輸入iこ頼り，ここで、 f'!，）は工業国グノレ

先進国グループが対外経済協力を推進す

発展途上国経済の開発が世界経

ど？日，

る一つの論拠は，

済の発展に賞献する度合を強調することにある。

ー7",T）農業国グループへの輸出／ど，r;f交易係数，

r,, fはその逆の流れを表わす。

その他のすべての記号を従来どおりとすれば，

世界経済は，

主引系数で定義する。

防）W=I'W十 Y

で友わされる。ただし， {J¥Jl日発国の経済開発は司世界経法の発展

ー、ーii¥凶作c'l,f,；’＇ictc拠点と考えられてし、るのである。

／） ヒl).交も占係数 l’it, 
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れをとの関係でし、えば，；ユ業国グループの経済構

造 I'・＇をいかに整備していくかに尽きる。それが

！司際貿易を活発にし，世界経済の発展に結びつく

ことは＋分考えられることである。

そこで， 日悼となるべき最適な経済係造を求め

る必要があるが， 当諸国の資源や立地その他の条

件， それに政策主体の価値基準の問題がはいって

きて，これを先験的に論ずることはできなU、。 し

かし‘発展途I二回における同部門の方向を， 大持t

把に， つぎの二－）に【雲市＇JLて汚えていくことはで

与ス L EHλ 、ヘ＇ -, 己、ノ

(!) H立的発Ml二必要以工業化を図ること

('.?) 設業部門の体質改苦

;~1 '..! (T）目標i仁現在山農業生産の効率をrf:iめる

ために，設業機械や肥料などの投入を通じて、 T 

業部門どの関連合密にすることでもある。

発／Ji;:途！二国開発の；お l段階ではf'1 lへこの二つ
の方向は，先進同への一方的依存と，，、う形で，援

助なり輸入なりによって進めじれる。険入による

場｛tは，その必要外貨ということで， 工業国ゲル

ーヂへの i次序品輸出r，， 治、主要な志q去を ,J，ち，

ここでも先進同の協ノりなくしてこれら内fl標達成

は困難であるっ交易係数でみると，この段階はれGI

式の状態士さヤ

活2段階では，設業優先策が取られ， ！了よ業部門

（つ輸入代替が行なわれる。すなわれ。それまで先

進工業国に￥ri・，ていた毘機只や肥料などを f域内む

円給できる態勢にするけ交易係数でし、ろと，この

段階の初期では／＇ :/, ，，〕比重がi日められ、やがて、

（） 

J
 

i
 t
 

f

k

 

v
 ，，A 

となり、同内内経済係j査を表わすれば，

,., = I;;',] 

約百

16B) 

になと与ことを目標とする。すなわち， F｛；；が，l¥',・1 

によ守〉て代子手される二どを意味する。したがって，

第2段階の世界の交易係数は，

f'l 
（｝ （｝ 

日,I’＝｜

。
(•/) 

f' I I rAI  
(6<)) 

<a) （んp

（｝ 。
とえる〉

第：1段階；土工業部門で軽工業かじ重工業へ徐

ヤに輸入代持が進行する過程とする。すなわち，

/' ;'.', ＇こウエイトを i丘レた政策により， f'Aの整備

をjfil／／－），先進工業国ど分業，競合の段階にはいる

ものと想定する。最終的には，同内的にパランス

のとれた産業構造をもち， l'fil際貿易面も工業団と

対等の取引をするように， 両グループの各産業が

関連をもつようになる。交易係数は，

' r [ ;: : ' I '. : ' l 170) 
とtr・，て，＇：， 1！マの要素にほとんど Oが含まれない

交易係数がここで意味されてし、る。

以i：の 3段階説は．発展途上国の未来像（Werden)

でもなければ， こうあるべきだ（Solien）といった

不遜なものでもない。そのようなことは， 当事凶

が判断を下し，方向を決定すればよいことであっ

て宅われわれは経済開発のための計雨や政策の判

的J材料を提｛Jt・:l・るだけに思し、とどまるべきだと思

う。その意味で，上述の議論は， あくまでも政策

モデルあるいは計両モデルとしてのものであるこ

とを付記しておきたヤ。

さて、上記3段階の発展計画が与えられた場合，

この体系で経済協力のある極の問題を論ずること

かできることを述べておこう。ヤま，国際収支企

3 I 
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Bで示すと，発展途上国ク勺レープのそれは，

B L = /' l / WI -1' I ' H'' 

第 1段附について示すと、
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となり、第9，第3段階についても同じように求

められる。

ここで，＼~］，式ある L 、 it :7:c:式の第1去を，発展途

上国の予想輸出収入 WAIと考え，賀42項を必要

輸入額 H'iL とすると‘ J長WJ必要額／か1；士、

F/1, __c 2-.: w:,1) 乙W；.ふ二 :r n；＼円同

で示される。

このような援助必要額に関する分析と同時に，

基本式川を（むって，各段階における民ll)J効果の分

析も可訟である。それを産業別に行はえば，どの

産業を戦略的に選んだほうが援助効果が高いか，

などとい｝た分析ができよ弓。これft' --Jの投

資基準に閉する議論ででもある。

以上，厳密さよりも分析の可能性に重点を置い

て，国際産業連関モデルの発展途上国経済の開発

問題などへの適用について述べてきたc しかし，こ

れまでの議論は，静学のフロー分析の肢を出てい

ないし， これから考えなければならない多くの問

題が残されている。たとえば時間やストックの考

慮，地理的要素や分自己l隠の配慮， コλ ！、（＇）;11-入に

よる LPモデル的分析，人口の問題なと，検討し

たいテーマはいくらでもある。特に，本稿の最後

の南北問題については， 従来の二部P'JLデル的展

開の成果をかなり取り入れられそうとしラ過剰労

働人口などを考慮にいれて理論的検討を加えると

おもしろャと思iう。
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f柱 1) レオンティエフは，各産業の関連を，ある
竹宅産業が’i,ii' u ）先行段階で， f也がfを続段F皆土 1とオ

ーストりアザ，J;；「iZJCあるL、は六Jf]J トリクスB'J）開店

"'' 仕方を1WJJ/. 'f i'rJとしてしりそけて仁、る。

(/12〕 ｛以定'.D緒合生産物は存在しない。②本iii；（的

生産要素は労働だけ。③外国貿易なし。④政府の経済

的効を無視T7,o日、貯蓄も投'tf/; {{ (1:しない。

Ol:3) 本来ん t,X；二三ム:r,j→Y；，これら，；) jijl（君！

は Dorfman,Samuelson & Solow [3］などをき主問。

Ut4) 仮定⑨規模に関して収益一定，①収議活械

の法l!IJが働く，$没入監と産出量1・はある一定比率で，

f、変。

Ot 5) っ；担YJ';/i主主tXoが， ・'. ；：（業i}）稼：主11J!lfi;, X 

lニ比例して決まると考えれば，各店主業の刷；Jnfil，＿も問附

に決定できる。

( It 6〕 れ川：t子，＼編［21]pp. :I：＞～：16参照。ょ ！j¥!! 
川、Eデルにハ、fけ， Isard[:o］ぞ， Moses [10] !1 fしえ

歩！格。

（注7) ここでは競争輸入型J）産業連関表の作成を

必味する。

（討8) 交t);j,j' tt f の性n,J-, .・」¥. 、はそ♂l；竺fj今j
F に関｛係す.，；（： /'l''i:どは，務・？’t'Iりし 4ンテイ L ノ・ 1

ヂノl-，；〕，i'持性質をそのまま受け継ぐものと考えておく。

( i:t 9 ) P. A Samuelson，“Abstract of a The-

orem Concerning Substitutability in Open Leontief 

Models, in Koopmans [7], pp. 142～146のいか，

Koopmans 1¥rrow によるJ]ij,, ) Jf] ;i:工hiらの証明なとか

あろ（＼.、ずれも Koopmans[7］）。

（注10) 渡部編［21］の分析は，対象地域， 部門統

(, 'Jど力点｛われわれのもの＇ H! ＇，、れないとこんがあ

λつで， 上t転I1 [t•iJ~f 。

(72) 

（、注11) 山本）↑；『＇Jj“国際産業池l,¥I}.ぐによる貿砂防j;'j;

分！Jrの可能性”，渡部編［21]37～38ベージ参照。

（注12〕 fが分解不可能なら，ブラウアー・ソロ－

，，交定条件をi前FJ。森島 [18]29～55ベーシ， 一：IWr

[19] ，こそ J勺rm限公証明がん；。
れJ13) チップマンの workabilityproperty。係数

fr列が分解不可能なら

［π］ > [I] (39)' 

(fU4〕 j, Iι ご川た workabilityproperty O [Y,j ;.,,,, 

金子［20]Zf 2 ,:, , Jよび第8・,;;;.;f/;Ji!1o 

（注15) この係数にはfl部門に対す影響力，感l位、皮

が合まれているのでそれを区別するため白部門への波
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及を｜徐いて計算される場介もある。

（注16) ハーシュマンは， Cheneryand ¥Vatanal国

[1］の分析来日！t!:を再録して両者を説明1ていろ。

(/J:17〕 11 J I IJ V.i [22］は 1f河内J）：単純治を産業jf

'!'J : ,'1：場から分析してい

( d 18) 軽工業部門， •iiT t ・::l"J 、 7分け15でも

「I19）』卒業構造のだ 1.，（ノ主） .，研究には，

Chenery & Watanabe [1］ゃ Chen白ry[2］だどの先

駅的業績があろ。主 Y：，うどJJI；係数の変化：を組み入れて

1、〈ガJ/,Jとして， Stonef代わ RAS方式［14］が， ゃ

の場合参考にtcると ,l,'-1.、われる。
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仁＞守三戸長組機）そ r,Bchavim ／生産の規模別構成／エステー I・ ) I 

や産組識と ；： , i He!〕avior／小規模生産の組織と；｛ Behavior 

［＞流通・Jixヲ［；川十九／流A:f:IiF，／ヨ一戸ッパ人エステ I・ 1l流通・

方！LI：組織／小1J1.！•抗＇ I ,.,r,, .r；ける流通・加工組依／市All',itJおにt;
ける取’＇iI組織じ〉むすび一一生業構造と政策

外国の企業 12 

シンガポールの創始産業

原田忠夫編
A 5 'J'.,J. 20:!Ti ／ 半hれの

I概況 H業種別国別出資額一覧 E企業別国別出資額一覧

1V業種別企業別本茨 (1）食品工業 (2）滋維工業 (3）木材・紙・

家具製造業 (4）化学工業 (.5）石油製品製造業 （日）ゴム製品製造

業（7）皮革工業（8）窯業（9）鉄鋼業帥非鉄金属工業帥金属

製品製造業 江岱；符d似f記i汗於 鵠電気機械苦量具飴；色f、 帥輸Eデて，［
機械製芝i業 (I小 ＇•（（ ＇）主i;l，『5業制手I＇主製造業

33 


	I 国際産業連関モデルとその分析可能性

